





































































































































名数 雑事方 工方 計
大杣方 １５．５ １５町４反 １７町９反４０代 ３３町３反４０代




















































































































































































































































































































































































卅代 寿徳庵 廿五代 林之中分











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































相名主 相名主所有 加地子所有 作職所有 合計
南 左近（恒守名） ５．０反 ２．５反 ３．４反 １０．９反
米田右近（ 〃 ） ７．５（２名） ３．１ ３．１ １３．７
横屋掃部（ 〃 ） ２．５ ２．３ ５．１６ ９．９
西山太郎三郎（末吉名） ５．０ ３．４ １．０８ ９．４














































































































































































































































































































（ 太 閤 ） （頼）
天下親ハたいこう，子は秀吉御持成られ候。
（城） （ 撃 落 ） （ 伏 見 ）
御しろハ京ちうらく，ふしみ，御居城ハ大阪也。
（ 亀 山 ）
右の内，文禄五丙申年御検地。ここへハかめやま
（ 徳 善 院 ） （ 打 ）
のとくせにん様御うち成られ候。則ち御さばき



























































































































































































井 戸 村 ５６ ９ ５
大 野 村 ７５ １４ １５
比賀江村 ７０ ２０ １４
中 江 村 ３５ ８ ７
辻 村 ３４ ７ ２
塔 村 ４３ ８ ６
鳥 居 村 ４５ ５ ４
下 村 ７０ ４ ２













































































下 村 １２ 不明
鳥 居 村 ６ ７
塔 村 １２ １４
辻 村 ９ ７
中 江 村 ９ １４
比賀江村 １５ １８
大 野 村 １５ １１

















































村 名 石高（明治元年）寛文６年（１６６６）元禄１１年（１６９８）元禄１５年（１７０２）宝永２年（１７５２） 幕末
比賀江 ３００石００００ 梶井宮門跡領
比賀江 ３５．４２０９ 幕 領 旗本杉浦領
大 野 ３２４．７２７０ 幕 領 旗本杉浦領
中 江 ２３４．６６７８ 幕 領 旗本杉浦領
辻 ２５１．２７４５ 幕 領 旗本杉浦領
下 ３８７．６４１４ 幕 領 旗本杉浦領
井 戸 １６７．５４６６ 幕 領 旗本田中領 幕 領 禁 裏 領
井 戸 ５０．００００ 常照寺領 （秀忠のとき進献）
小 塩 １６６．８９１５ 幕 領 旗本田中領 幕 領 禁 裏 領
鳥 井 ２５６．１４１０ 幕 領 旗本田中領 幕 領 禁 裏 領
塔 ３９１．２０２０ 幕 領 禁 裏 領
上黒田 １１８．０６１２ 幕 領 禁 裏 領
下黒田 １２０．０９２１ 幕 領 禁 裏 領
黒田宮 ２０９．２７３０ 幕 領 禁 裏 領
片 波 ２３．３２３０ 幕 領 篠山藩領
灰 屋 ３９．６７６０ 幕 領 篠山藩領
初 川 ２８．７１２９ 幕 領 篠山藩領
芹 生 ８．０５４０ 幕 領 旗本杉浦領
（藤田叔民『近世木材流通史の研究』７６頁より収録）
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禁裏に進献した。そのため同１１月に山国・黒田
１６か村のうち７か村（鳥居・塔・井戸・小塩・
黒田３か村）が禁裏御領に復活した。増御料と
いっている。この７か村が，禁裏領に復活する
以前には，供御鮎が禁裏に少なくとも毎年献上
されたかどうかは疑わしい。宝永２年（１７０５）
以降については寛政４年（１７９２）に無株者との
ミョウ
間の訴訟があって，網株名主層が「宝永年中，
正徳年中，享保年中の上鮎の御請取書これあ
り」（『Ｄ』・３０５頁）と奉行所に説明している。
この説明からも由緒書にあるように毎年，しか
も２回も供御鮎献上ではなかったことは確実で
ある。この点は近世以前においても同様である。
そして安永８年（１７７９）以降，東京遷都までは
一時期を除いてほぼ毎年献上されている（『北
桑田郡誌』２２２頁・１９５６年・社会教育協会）。こ
の献上には「鮎代並に夫代」が支払われている
（『京都北桑田郡誌』６７２頁）。またこの輸送人
夫は網株以外の者や他村が村高に応じて負担し
ている。その供御鮎は禁裏に献上する「御用
鮎」であると共に，「売鮎」すなわち網株所有
者の専売でもあった。「私共儀，禁中様御上り
鮎並に御上洛の節ハ二条御城へ鮎を指上げ申す
役目にて，又其の外の時は私共商売に仕来り申
し候」（元禄九年宮村網役人訴状《『Ｄ』・１５４
頁》）といっている。そしてその網株所有者は
ミョウ
名 主層の全部ではない。また貧困その他の理
由で休株したり，網株を持たない小百姓に銀子
を取って貸すケースもあって，さきの元禄２年
５月の訴訟が起こったのである。その訴訟文書
で、黒田宮村によれば「古来より網の家筋」は，
「山国七か村，黒田村の内に宮村，以上八か村
にて御座候。先年はあみ役人八か村にて７０軒
余」であったが，「身体罷成らずもの，または
病気なるものなど御座候て，あみ家筋不足仕り，
只今は漸く四十軒程度御座候」（『Ｄ』・２１０頁）。
ところがさらに，元禄１２年に京へ供御鮎を差し
上げる人足を出していた「北山中組貳十四か
村」が悉く旗本領になってしまい，供御鮎は
「中絶仕り候。」ところが，その後，宝永２年
に既述のように７か村が増御料に復活。そのう
ち「鳥居村・塔村・井戸村・黒田宮村四か村ば
かりに，網役の家貳十人斗り御座候。」そこで，
供御鮎も再開されたが，恐らくその前後からと
思われるが，増御料７か村名主の全員が網役に
参加するようになった。しかし，「御用鮎京都
へ登し申す人足の義は，只今に至り（北山中）
組中七か村高掛り仕り候に付，（小百姓から訴
えがあり）網役人も平均請け申し候。然るによ
り役二重に成り申し候て，網役人の者共，身上
立ち申さず，いよいよ御用鮎御無沙汰にまかり
成り，冥加の程何共難儀千万に存じ奉り候」と
嘆いているのである（『Ｄ』・１５６頁）。さらに時
ミョウ
代は降って，寛政４年（１７９２）６月に名 主で
はない鳥居村庄屋万蔵，同年寄嘉右衛門と山国
ミョウ
七か村名主惣代との間で網株をめぐって起っ
た訴訟では，後者が「禁裏様江御用鮎差し上げ
ミョウ
る」のは「村々名主筋目網株の物（者）共」
ばかりなのに，「然る処，此度鳥居村万蔵・同
村喜右衛門，内福に暮し候に付，網株にても身
分無きにて，増長いたし，小百姓共相かたらい，
モノタク
郷中古法を相破り申したく物工み，我侭に御用
モクロミ
鮎差し上げ候目論」だと主張したのに対し，前
者は御用鮎については「御役所様，御所様より
も御廻状を以て，庄屋方江仰せ下し候儀」で，
「往古より村一同に仕り，相勤め来り」「御用
ミョウ
鮎の儀は名主も百姓も去年迄差し上げ，別な
く一同に差し上げ来り候義」と反論している
（『Ｄ』・３００頁）。この場合，いわば実力で村役
ミョウ
人に就任した万蔵達が「名主仲間」の慣行を
表面から否定して，往古から村一同で供御鮎献
上を実行してきたと村惣百姓の支持を背景に公
ミョウ
言しているのに対して，名主惣代が「山国郷
中の儀は，いずれの村方にても古法相守り申さ
２６
ず候ては，相納り難き儀に御座候。殊に山国郷
中の儀は，作間の渡世に材木等売買仕り候に付，
他所他国掛け合い等御座候。御料・私領一統古
法を相用い，村方相治り来り候。」と相変らず
ジ カタ
の建前論に終始している。地方の秩序を重視す
る奉行所としては，その「申渡」でもちろん七
ミョウ
か村名主惣代の主張を認めている。ただ事件
の原因の一つである網株所有者が困窮や病身で
貸網せざるを得ない場合は，「七か村網株仲か
間の者共より助け合い，百姓相続の差し障りに
相成らず様致すべく」といい，また「以来は七
か村共網株これなき者にても，庄屋役相勤めの
内は役前の規模と網株の内え差加へ申すべく」
と，両方の顔を立てることを忘れていない。
ミョウ
また，文政５年に奉行所へ山国私領５か村 名
主網株の者から「御料七か村同様に禁裏様江上
げ鮎調進奉り候はゝ，山国郷中一統治り方も宜
敷く相成り申すべく」と申出があり，御料７か
村から古来からの証拠書類をそえて出願した。
しかし，さらに御料７か村で熟談した結果，小
塩村・黒田３か村からは「小前百姓共混雑に及
び候」という理由で反対があり，また奉行所か
らは宝永２年の増御料から１２０年経過した今日
（同７年），「私料五か村古往の由緒を以て，新

規

上

け

鮎

願

い

」になるといわれ，再度郷内で話
し合った結果は，新規の願いとなれば御私領五
け村株

外

の

者

と

て

も，彼是申し立て混雑に及ぶ
べく，従来の規矩も相崩し治らず，難渋の義に
付」という結論で，出願はとり下げられてしま
った（『Ｄ』・８９頁）以上のような網株の歴史を
ミョウ
通じても，古名主層の上層が変動してゆく家
格の維持に断えず悩まされてきていることが推
測できるだろう。翌文政８年５月２５日，奉行所
が「洛中洛外において銭相場高値につき，銭取
引の諸品値の引上げを指示したところ，山国・
黒田地方でも騒動が起きている。秋山国三氏の
報告に次のように述べられている（『Ｅ』・１８９
頁）。
「１１月１１日の夕方，黒田３か村，小塩村，初
川村及び広河原の「小百姓」が「大挙して大野
村の十五堂へ押寄せた。かれらは米価が高騰し
て飯米の購入に困難をきたしている現在，塔村
の酒屋吉右衛門方では米価が下がる迄酒造を中
止すること，また大野村の米屋清左衛門方では
盆以後仕入れた米は小堀代官の公定価７７匁５分
で来る３月までに売払い，それ以後は米商いを
中止することを要求した。」
ミョウ
事件そのものは奥山総代（名主総代）が広
河原小百姓に対して説得し，その夜のうちに解
散させ，小塩・初川両村の小百姓に対して翌日
夜までかかって米の援助を約束して帰村させた。
「しかし黒田３か村の（小）百姓の態度は強硬
で，８か村当役（村役人）の斡旋も効を奏しな
かったが，黒田３か村の当役と塔村惣助・又兵
衛の いで，酒造米は口郡米を使用し，酒造量
は従前の４分の１におさえること，一方米酒売
も来る３月限りで中止するが，その条件として
これまでの売込代銀を遅滞なく支払いを完了す
ることで妥結した。黒田３か村の（小）百姓は
翌１３日の朝，右の約定書を受け取ることにして
その夜もまた一宿した。ところが，その１３日に，
ミョウ
（大野村支配の）杉浦代官の（中江村名主）
小畠杢右衛門・同青砥軍兵衛は同勢２０人余を引
連れて大野村に出役し，（京都奉行所の）小堀
代官からも手代藤橋堅助・中川捨次郎１６，７人
を引率して大野村に到着し，関係者を召喚して
取調べを開始した。その結果は，酒屋吉右衛門
は運上を納め酒造を認可されているものである
から，下

々

の

都

合

で

酒造量の縮減を強制するこ
とは許されない。また米屋清左衛門は杉浦氏の
領民であるから，禁裡領の黒田３か村の百姓が
清左衛門の米商売を強制的に中止させようとす
日本林業経済史論 ２
２７
ることは非合法であると断定し，張本人の糺明
を開始することを申渡し」「小堀代官はその責
任を追及し，張本人８人に手錠を科し，３か村
当役は宿預けに処し，参加者一同に謹慎を命じ
た。」
以上の騒動を通じて，山国・黒田地方が郡市
京都の近郊農山村として完全にその商品経済圏
の中に入っていたことが明白である。と同時に
ミョウ
各村落を超えた「名主仲間」の存在は，村落
秩序を支えるほどの力はすでになく，騒動に対
する治安の維持も領主権力によってはじめて確
保されたのである。
そのように形骸化し，ただ伝統的系譜だけを
ミョウ
固持してきた「名主仲間」が，近世以前の神
領の再興と官位拝任という過去の幻影を夢みて，
急遽参加したのが明治維新における山国農民隊
結成の動機であった。慶応４年（１８６８）正月，
若き日の西園寺公望山陰道鎮撫総督の檄に呼応
ミョウ
して山国では「名主仲間」が先頭で山国隊を
イキサツ
組織して勤皇倒幕に参加した。その経緯は代表
藤野斉の「東征日証」（山国自治会）にある通
りである。
檄文ノ達スルヤ我郷士何ゾ躊躇センヤ，加ウ
ルニ，社司拝任階梯ヲ得ルノ時至レリト，四
ミョウ
沙汰人，名主一統団結蹶起シ，応分ノ勤王
ヲ屹立シ，久シク沈倫ノ綸旨ヲ復古センモノ
ト企図スルノ要素ニシテ，山国隊ノ勃興セル
ノ権輿タリ，
もっとも，小塩村も参加したが，黒田３か村
は「私共三ケ村之儀は，至て難渋の小村にて御
軍役等に罷り出て候力も御座なく候」（『Ｅ』・
４５頁）と断っている。参加した山国隊の一部で
ミョウ
ある名主層１９名・非名主層１５名（
初めて「従士」と
して賃銀を支給さ
れて参加したが，
途中で全廃 ）の３４名の一隊は，「東征」にま
で参加した。その結果，死者７名，負傷者７名
を含めて，総額７７８８両余の費用をついやし，明
治５年までに３３８７両余が山国郷の負債として残
ミョウ
った。近世を通じて「名主仲間」の山国郷支
配を強調された仲村研氏は，その論文「山国五
社明神宮座の解体過程」（『社会科学』９号・
１９６８）の結論で次のように述べている。
ミョウ
山国農兵隊の結成は，名主中の反動主義か
ミョウ
ら発したものであったが，農兵隊に非名主
層を編成したために，彼らのつき上げによっ
ミョウ
て名 主的身分差別の撤廃を余儀なくされ，
明治２年以降においては莫大な借金のために
奥山の売却に活路を求めざるをえなくなり，
ミョウ ミョウ
ためにここでも非名主的役人にたいして名
主的特権を主張しえなくなった。この時点が
（身分差別撤廃の）血盟書の奥書に記される
明治５年であり，それは同時に山国五社明神
宮座の完全な解体を意味したのである。
（未完）
２８
